
都市再生の取組を通じた「一地域一観光」の推進
文化資源の活用と併せた環境保全への積極的取組

ＩＴ最先端技術による観光支援基盤の開発

《新たなｼｽﾃﾑ開発等の活発化》
○大阪府

多言語自動翻訳機等
の活用実証実験
（12月～関西空港等）
（１６年度全国都市再生モデル調査）

※関西地元企業も参画し
携帯型自動翻訳機を初めて開発

○神戸市
（10月～都心地区）
（１６年度都市再生プロジェクト
事業推進費）

視覚障害者の誘導
観光案内等にも活用

 

○愛知県
愛・地球博と連携しつつ、
産業観光の振興を推進

（１５年度全国都市再生モデル調査、
「全国都市再生イン愛知」１６年８月）

※産業観光国際フォーラム
を開催（平成17年）
（国際産業遺産保存委員会
の会議も併催）
愛・地球博のために具体化された先端的
環境対応技術や姉妹都市交流の成果の
活用を検討

○香川県直島町等

「瀬戸内アートネットワーク構想」 （１６年度全国都市再生モデル調査）

※直島で環境と調和した地中美術館（本年7月開館）、古民家
再生、現代アート展示などの文化活動を展開
（隣接する豊島の産業廃棄物処理のためのエコタウン事業、
精錬所煙害によって損なわれた緑の回復を推進中）

燃料電池車

生ごみ投
入口

バイオガス研究設備

○神奈川県大磯町、葉山町等
「邸園文化圏構想」 （１６年度全国都市再生モデル調査）

別荘など歴史的建築物（洋館400和風1600
が現存）と周辺緑地の保全を一体的に推進
※大規模な邸園群を民営型の広域観光公

園等として整備（着手）

○太宰府市
７世紀の「水城」遺構を観光資源とするための周辺整備

（１６年度全国都市再生モデル調査等）

※水城築造の技術を指導した扶餘〈プヨ〉（韓国）との姉妹都市交流
等による国際観光の振興

○東京都
（17年度 上野公園地区、秋葉原

地区等）

多言語による文化・観光情報提供、
電子ﾏﾈｰ実験等、観光・商業振興
にICタグを幅広く活用
ショールーム開設

《ＩＣタグを活用した情報・案内誘導ｼｽﾃﾑの大規模な実証実験》
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まちづくりと連動し新たな滞在型観光等を探求

○滝川市
難病児キャンプ施設構想 （１５年度全国都市再生モデル調査）

医療スタッフの常駐など特別なバックアップ体制がなければ自然体験
が難しい難病とたたかう子どもたちに夢のキャンプを建設

○飯塚市
被災した嘉穂劇場の再興と周辺商店街再生の連携

（１５年度全国都市再生モデル調査）

集客力のある劇場と観客が回遊できる商店街の相乗効果を目指す。
※全国からの支援・募金等により本年９月劇場再興（こけら落とし）。

災害復興を契機とした観光とまちづくりの連携

被災時の状況（昨年7月）

再興された嘉穂劇場と周辺商店街（本年９月）

○伊達市・壮瞥町・大滝村
市町村合併（18年3月目途に協議中）を契機に、各々の特長を結合した
健康保養型観光を推進

※健康、福祉と観光を組み合わせた新しい観光プログラムを開発中

○茨城県（旧）十王町（本年11月に日立市と合併）

被災した海鵜捕獲所の再建

※鵜飼実施都市からの支援、まちづくり交付金活用により本年10月
完成。１年４月振りに海鵜の捕獲を再開

※3年後の実現に向け、本年7月にプレキャンプを実施。
（難病児約30名を含む計約100名の参加）

洞爺湖有珠山
昭和新山

伊達市：医療・福祉機能
医療施設・福祉施設の集積
高齢者の安心生活まちづくり

（「全国都市再生イン伊達」16年6月、
16年度全国都市再生モデル調査）

大滝村：健康保養機能
ノルディックウォーキング・コース*

壮瞥町：健康保養機能
洞爺湖や沿岸の温泉・宿泊施設
昭和新山国際雪合戦大会（姉妹
都市ケミヤルヴィ市（ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ）等と
の交流）

モデルは、米国のポールニューマン
財団が主宰する「The Hole in The 
Wall Gang Camp」

*フィンランド発祥の、ストックを使い全身
で歩くスポーツ
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